
施策評価シート（令和３年度　実績）

Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３
1 6,170 5,558 5,863 適当・維持 適当・維持 適当・維持
2 5,382 5,893 5,686 適当・維持 適当・維持 適当・維持
3 283 320 432 適当・維持 適当・維持 適当・維持
4 1,592 1,495 1,469 適当・維持 適当・維持 適当・維持
5 4,145 4,631 2,889 良好・拡⼤ 良好・拡⼤ 良好・拡⼤
6 10,413 10,011 36,930 適当・維持 適当・維持 適当・維持
7 1,561 2,157 1,602 適当・維持 適当・維持 適当・維持
8 746 1,662 764 適当・維持 適当・維持 適当・維持
9 1,977 1,459 990 適当・維持 適当・維持 適当・維持
10 533 624 849 適当・維持 適当・維持 適当・維持
11 7,317 9,365 4,280 適当・維持 適当・維持 適当・維持
12 3,225 2,744 2,055 適当・維持 適当・要改善 適当・要改善
13 12,545 107,645 126,792 適当・維持 適当・維持 適当・維持
14 21,814 29,697 28,149 適当・維持 適当・維持 適当・維持

77,703 183,261 218,750

高い 低い
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□ ■ □ □ □

※1次評価　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓⼀定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」

総合評価（評価・理由等）

Ｂ︓⼀定の成果があった
　事業の起業者、新規就農者に対する継続的な支援の実施により雇用の実績を積み上げることができた。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響に対する補助事業（事業継続支援、プレミアム商品券）を実施
し、事業者への支援を推進した。

時代即応性

合計

成果（○）
課題等（●）

〇有害⿃獣対策として広域防護柵の設置、補助⾦による⾃主防除の支援のほか、町実施隊の組織強化など、対策を推進できた。
●遊休・荒廃農地対策である農地集積には担い⼿の確保が必要であり、引き続き農地の集積に並⾏して担い⼿の確保に努める。
●新型コロナウイルス感染症に起因する、地域経済活動の減少に対しては、今後も継続的な対応策（支援）を実施していく必要があ
る。

分析

分析の視点

妥当性

有効性

効率性

中⼩企業⾦融対策事業

農業者年⾦事業
畜産推進事業
有害⿃獣対策事業
⼟地改良事業
遊休・荒廃農地対策事業
ふれあい農園事業
⾥⼭再⽣育成事業
水産振興事業
漁港整備事業
特産物普及奨励事業（農業再⽣事業）
商工業振興対策経費

農業委員会運営経費

まちづくりの方向性 環境と風景が息づくまちづくり
重点的方針 2-3 二宮らしい産業の振興と雇用機会の創出

概要

　町が持つ資源を活用した町⺠の創意工夫による⼩規模な起業を支援することで、町の商工業の活性化と雇用機会の
創出を目指します。
　町⺠や町⺠活動団体によるいわゆる「⼩商い」に対する支援を充実し、町内の雇用確保を図るとともに、にぎわいの創出
と町⺠⽣活の質の向上に努めます。
　また、遊休農地などを活用して栽培した農産物の農商工連携による特産品づくりに対する支援や、空き店舗のレンタルオ
フィスとしての活用など、町⺠や⺠間事業者等による地域の未利用資源の有効活用による産業の活性化や雇用の場の創
出を促進することで、職住が近接するワーク・ライフ・バランスの取れたまちづくりを進めます。

No. 関連する予算等事業名 トータルコスト（千円） 庁内評価（２次評価）
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継続推進

・二宮らしい特産品の維持や創出のため、継続して事業者への支援を⾏う。
・オリーブや落花⽣等の特産品について、⽣産量を確保するために、新規就農者への特産物普及などの支
援を実施するとともに、既存のアンケートなどを活用し的確に認知率等を把握し、引き続き効果的な周知に
努める。

※　町の最終方針　「継続推進」「⼀部改善」「抜本的⾒直し」

町の最終方針（今後の方向性）
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